
ᵏ8 季刊誌 オレンジ vol.29季刊誌 オレンジ vol.29 下関リハビリテーション病院 下関リハビリテーション病院

季
刊

誌
 オ

レ
ン

ジ
 v

o
l.2

ᵖ
ẅ

ẅ
˖

ဒ
ႆ

ᘍ
὾

下
関

リ
ハ

ビ
リ
テ

ー
シ

ョ
ン

病
院

ẅ
࠼

إ
ۀ

Ճ
˟

ᶆᶒᶒᶎᶑᵘᵍ
ᵍ
ᶕ

ᶕ
ᶕ

.ᶑᶆᶇᶋ
o
ᶐᶃ

ᶆᵿ.ᶈᶎ

vol.29
2020.11
Autumn

下関リハビリテーション၏院

地 域 に ݃ り ช い 、 地 域 と 共 に

S h i m o n o s e k i  R e h a b i l i t a t i o n  H o s p i t a l

ンレレǪǪ ジ
Бᛏܓ

手には技術、頭には知識、患者様には愛を
基本理念

表紙の写真　　 撮影者コメント︓熊本県菊池市の菊池川の源をなす菊池渓谷の秋の風景です。
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医療連携室より

22　ज़௨症のおᛅし

42　Ǫンライン面会 始めました

52　ᇹ55回 日ஜᏨ᭒ᨦܹҔ学会に参加

  高ഏᏯᨦܹѠ強会

�2  地域リハビリテーション活動支援事業

  作業療法士症例検討会

�2  自宅で出来る簡単体操

�2  Ҕ療ᡲઃ室より
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アǯセス方法

●,4下関ᬜよりࢻഩᲯ分

●サンȇンʩ通ᇦ߃バスͣよりࢻഩ１分

ポプラ

中国ᩓ力

,4
下関ᬜ

●

●

下関Ⴣ護リハビリ
テーション学ఄ ●

ᐱޛのဋᐱՓৎ

ද意

のဋ方面からޛ

のӫ৵は

できません。

ᐱ޽ࢠ

国ᢊ 191 ӭዴ

下関リハビリテーション၏院

၏院
ᬟ៻場

ᬟ៻場入口

菊池渓谷（撮影者：綾部 様）菊池渓谷（撮影者：綾部 様）

メールでのご相談 ： renkei@shimoreha.jp
相談受付

TEL : 083-232-5811 月曜日～土曜日 （祝祭日のぞく）

９ ： ００～１７ ： ００

上ᚡ以ٳのことでも 何かお׉りƝとやƝ心配なことがƝƟいまいしたら、お気軽に᳇᳍᳑までƝ相談下さい。
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オンライン面談

できます。
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今回は、Ǫンライン

面談についてです！



ज़௨症のおᛅし ज़௨症ってなにᲹ

　Ǧイルスやኬᓏなどの၏Ҿ体が体

内に̛入して増഻し、発༏や下ၚ、

Զ等の症状がでることをいいます。

ज़௨症には、インフルǨンǶのよう

に人から人にうつるज़௨症のǄか

に、ᄊͻ᫘や日ஜᏯ໒のように人か

ら人にはうつらず、ͻ口から、ある

いは動ཋやଝᖓから、ज़௨するज़௨

症も含まれています。ज़௨して発၏

する場合もあれƹ、Ǆとんど症状が

でずにኳわってしまう場合もありま

す。また、一度症状

がでるとなかなか治

りにくく、଺にはര

にᐱるようなज़௨症

もあります。

　ज़௨症によって、၏Ҿ体の体内へ

の̛入方法がီなります。大きく 2

つに分᫏すると、人からうつるज़௨

症と、人以ٳからうつるज़௨症があ

ります。

　人からうつるज़௨症には、「੗ᚑ

ज़௨」「᫠ඒज़௨」「ᆰ気ज़௨」の 3

つのኺែがあり、ज़௨症を予防する

ためにはそれƧれにおいてज़௨ኺែ

を断ƪЏるための対ሊが࣏要になり

ます。

　日々の生活での手ඹい・ෞ൒等の手指ᘓ生ሥ理は、大Џなज़௨症対ሊの一つ

です。җ分な手指ᘓ生ができているかᄩᛐしてみましょう。

　どんなとこǖにᚨፗするとよいのでしょうか。ᚨፗ場所をᄩᛐしてみましょう。

ज़௨症とはᲹ ज़௨症の種᫏

š᫢事แͳの前

š᫢事แͳの後

š᫢事の前

š᫢事の後

šトイレの後

šᱠ水やၝ、それらで൲れた

　テǣッシȥにᚑれた後

šͻ口にᚑれる前

šͻ口にᚑれた後

š൲れたᘘ᫏・ݏφにᚑれた後

šӻཋや̝をϼ理した後

šᢿދのੈᨊをした後

š手ᘥをᏮいだ後

šٳ出έから࠙宅した後

šȞスǯをٳした後

šٶૠの子̓がいるᢿދへの

　入ᡚ室଺

šペットにᚑれた後

šペットフーȉにᚑれた後

š共ஊのおもƪǌにᚑれた後

š࡫ཋの出入口

šトイレのᡈく

š᫢事をแͳする場所のᡈく

š᫢事をする場所のᡈく

š၏人がいるᢿދ、あるいは

　ᢿދのすƙٳ

院ᧈ　林 ᄂʚ

Ŧഏ回は「新型コロȊǦイルスのおᛅし」です

手をඹうタイȟンǰ

　介護・Ⴣ護଺のȞスǯの使用は、

大Џなज़௨症対ሊの

一つです。ᢘЏに

Ȟスǯを使用でき

ているかᄩᛐして

みましょう。

š顔にフǣットするものを

　ᢠƿ

šᘻ表をᄩᛐし、ᱠの࢟状に

　ȎーǺǯリップを合わせ、

　プリーȄᢿ分を࠼げてᱠか

　ら᫈の下までᙴっている

šऒᒊしいからといって、ず

　らしてბ用しない

š使用後のȞスǯをࡑూした

　後、手指ᘓ生を行っている

šȞスǯをٳす଺は、൲௨さ

　れているӧ能性がある表面

　にᚑれないように、両手で

　᎚のኜを持ってٳしている

šȞスǯ、手ᘥ等をٳす଺、

　手ᘥ

 Ą

　手指ᘓ生

 Ą

　ビȋルǨプロンӍはǬǦン

 Ą

　Ȟスǯ

 Ą

　手指ᘓ生

　の᪯ဪでٳしている

Ȟスǯの使用方法

手ඹいჽけんやෞ൒ᕤのᚨፗ場所

ज़௨ኺែ

感染症の種類 主な症状 大Џなज़௨症対ሊの
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インフルエンザ

新型コロナウイルス感染症

ノロウイルス

アデノウイルス

麻しん（はしか）

手足口病

腸管出血性大腸菌感染症

RS ウイルス

風しん

ロタウイルス

リンゴ病

溶連菌感染症

おたふくかぜ

発熱、鼻水・鼻づまり、咳、悪寒、関節痛、頭痛、倦怠感

発熱、咳、関節痛、頭痛、倦怠感、嘔吐、下痢・腹痛

嘔吐、下痢・腹痛、発熱

鼻水・鼻づまり、咳、発熱、目の充血、嘔吐、下痢・腹痛

発熱、鼻水・鼻づまり、咳、目の充血

発しん、発熱

下痢・腹痛、発熱

発熱、鼻水・鼻づまり、咳

発しん、発熱、咳

嘔吐、下痢・腹痛、発熱

発しん、発熱、咳

発しん、発熱、咳、倦怠感

発熱



『高ഏᏯᨦܹѠ強会』を行いました院 内 勉 強 会

思うように病院内に入ることが出来ない今、入院患者様とご家族様の

安心につながる対策として「オンライン面会」を開始しました。

Ű～

対象者

入院患者様のご家族様のみ

２名（第二親等まで）

ご家族様は 1階待合室

患者様は病室より

当院ホームページより３日前までに

お申込みいただきます。

月曜日～木曜日（祝日を除く）

13：00～ 17：00

※面会時間は 15分間です。

面会日時

面会場所 ご予約方法

※オンライン面会は完全予約制となっております。

当院țームページは

こƪらから！

è当院țームページのこƪらのバȊーから予ኖができます！

リハビリテーション科

理学療法士　೛ஜ շ子

　9 月 5 日、ᇹ 55 回Ꮸ᭒ᨦܹ

Ҕ学会にて発表させていただき

ました。今回は新型コロȊǦǣ

ルスज़௨拡大のྵ状をᦷみ、リ

モート（9GD発表）で参加しま

した。

　発表内容は、過ӊ 5 年᧓で当

院へ入院されたᏨ᭒యص患者様

のኺ過についての報ԓです。Ꮸ

᭒యصはᆇな၌患であり、回復

期リハビリテーション分᣼にお

だくことができました。今後も、

今回のኺ᬴を活かしより知識を

深め、患者様にᢩ元できるよう

日々ᄂᧄを積みたいと思います。

ける報ԓがݲないことから今回

の発表にᐱりました。麻痺の推

ᆆや (I/（機能的自立度評価法）

改善度などを用い、当院入院଺

からᡚ院଺までのኺ過や日ࠝ生

活動作における予後について考

。しましたݑ

　Ꮸ᭒ᨦܹҔ学会での発表は初

めてのኺ᬴でしたが、ݱ߷έ生

をはじめ、ᜂέ᠚方からの༏心

なƝ指導により発表させていた

リハビリテーション科

ᇹ 55 回 日ஜᏨ᭒ᨦܹҔ学会に参加して

　9 月 � 日に当院の高ഏᏯチーム

による高ഏᏯ機能ᨦܹスǯリーȋ

ンǰ検௹のѠ強会を行いました。

　高ഏᏯ機能ᨦܹとは、Ꮿҡ中や

᪽ᢿٳͻによってᏯがȀȡージを

Ӗけることでཋ事を効ྙ良く᡾行

出来なくなる、ද意力が˯下する

等の症状を呈し日ࠝ会ᛅにࢨ᪪を

及ǅします。高ഏᏯ機能ᨦܹのஊ

無は患者様をᙸただけでは分から

ないことがٶく、呈する症状は̾々

の患者様によってもီなるໝ、高

のリハビリスタッフを対ᝋに行い

ましたが、今後も高ഏᏯ機能ᨦܹ

に関するѠ強会を高ഏᏯチームで

主催していき患者様により良いリ

ハビリテーションを੩̓出来れƹ

と思っています。

ഏᏯ機能ᨦܹのஊ無や症状を把握

するໝの高ഏᏯ機能ᨦܹスǯリー

ȋンǰ検௹は重要な評価となって

きます。

　今回のѠ強会は主に入職 1 年目

リハビリテーション科

言ᛖᎮᙾ室　и主任　大လ ୓࣓

「オンライン面会」始めました

リハビリ頑張って～

患者様の

とても嬉しそうな笑顔

が印象的でした。 多くの

ご家族様はオンライン面会終

了後に、 次のご予約をして

帰られます。 ぜひご活

用ください。

Ǫンライン面会を

ƝМ用された方は、

患者様もƝܼଈ様も

大変շƹれています。

Ɲܼଈ様に˨いました

高ഏᏯᨦܹѠ強会の様子

Ҕ
ʙ
ᛢ　

Ӗ
˄

и
ɼ
　˓

ჽ
ஜ

オンライン面会の時間（15分間）は
いかがですか？

オンライン面会をまた利用したいと
思いますか？

オンライン面会を行う場所は
いかがでしたか？

ᚡࣞすǂき

Ǫンライン面会ᇹ１ӭ

ちょうど良いです。

はい、是非また利用したいです。

オンライン面会の感想をお聞かせ
ください。

画面がもっと大きければ良かったです。

良かったです。
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ワンポイン

ト

ワンポイン

ト

自宅で出来る簡単体操 フロントランジ

生活期リハビリテーション科

理学療法室

主任　林 修平

下肢の柔軟性、バランス能力、筋力をつける「フロントランジ」

脚をゆっくり大きく

前に踏み出す

太ももが水平になるくらいに

腰を深く下げる

最初は軽く下げる程度

から始めてみましょう。

ン

大きく踏み出し過ぎて

バランスを崩さないよう

に気を付けます。

ン

腰に両手をついて

両脚で立つ

ワンポイン

ト

上体は胸を張って

良い姿勢を維持します。

ン

やってみよう！

今まで紹介してきたロコトレにプラスするとより一層

効果的です！各々の体力に合わせてやってみましょう！

生活期リハビリテーション科

理学療法室

主任　

姿
勢
を
ま
っ
す
ぐ
に
し
て

　

行
う
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

下関市地域リハビリテーション活動支援事業に参加しました

かつ積極的に使用させて麻痺側上肢

の機能回復を図るリハビリテーショ

ン手技の一つで、課題指向型練習と

各種の行動変容アプローチ技法を用

いて、片麻痺者が生活する場におい

て意味のある作業を麻痺肢の使用に

より繰り返し習慣化する治療法の事

です。また、国際的にみても科学的

根拠のある治療法です。当院におい

ても、CI 療法チームを中心に CI 療法

が普及出来るように取り組んでいる

状況です。

　この度、新たな取り組みとして OT

全体の事例検討会が 9 月 11 日に行

われました。

　今回の内容としては、私が以前に

担当させていただいた重度上肢麻痺

を呈した患者様に対して CI 療法の考

えをもとに介入した結果、相乗効果

により大幅な上肢機能向上、生活内

での麻痺肢の使用頻度拡大、モチベー

ションの維持、向上に繋がった事例

として発表させていただきました。

　CI 療法とは、麻痺側上肢を集中的、

　これからも患者様の手助けになれ

るようにスタッフ共々頑張って参り

ます。

『作業療法士症例検討会について』院 内 勉 強 会

リハビリテーション科

作業療法士 森重 龍夫森重 龍夫

症例検討会の様子

続けることが肝心です。

頑張りすぎず無理せず、

自分のペースで行いましょう！

身体を上げて

踏み出した脚を元に戻す

繰
り
返
し
ま
す

腰に両手をついて 脚をゆっくり大きく
　

行
う
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

最初は軽く下げる程度

から始めてみましょう。

顔は正面を向きます

～ を 5 回～ 10 回繰り返します。（できる範囲で）

1 日 2 ～ 3 セットを目安に行いましょう。

生活期リハビリテーション科

理学療法室 主任　林 修平

戻す

ワ

ン
ポイント

バランスに不安のある方

は、テーブルなどに手を

ついて行いましょう。

膝
は
床
に
つ
か
な
い

 

よ
う
に
し
ま
す
。

から始めてみましょう。

　11 月 2 日と 11 月 4 日に地域

リハビリテーション活動支援事業に

参加しました。地域リハビリテー

ション活動支援事業とは、「一般介

護予防事業」の 1 つであり、地域

における介護予防を機能強化するた

めに、リハビリテーション専門職等

の関与を促進することを言います。

　今回は、「いきいき百歳体操」の

運動指導や参加者の体力測定、健康

相談を行いました。住民が主体と

なって行われている活動であり、今

回参加させて頂いた自治体は毎週の

ように地域住民が体操に参加し健康

の維持・増進の

ために何年も継

続しているそう

です。

　これから高齢

者人口が増加し

ていく中で、介

護予防事業は健康寿命の延伸に向け

た取り組みの１つであり、地域の活

動を支援していくことは特に重要で

あり、専門職の関わりが求められる

と思われます。リハビリの専門知識

を生かした自立支援に役立つ取り組

みを推進し、今後も地域活動を支援

します。

一般介護予防事業は、以下の 5 つの

事業で構成されています。

一般介護予防事業等について

●介護予防把握事業

地域の実情に応じて収集した情報

等の活用により、閉じこもり等の

何らかの支援を要する者を把握

し、住民主体の介護予防活動へつ

なげる。

●地域リハビリテーション活動支援事業

地域における介護予防の取組を機

能強化するために、通所、訪問、

地域ケア会議、サービス担当者会

議、住民主体の通いの場等へのリ

ハビリテーション専門職等の関与

を促進する。

●介護予防普及啓発事業

介護予防に資するパンフレットの

配布や講演会の開催、運動、栄養、

口腔等に係る介護予防教室の開催

など介護予防活動の普及・啓発を

行う。

●一般介護予防事業評価事業

介護保険事業計画に定める目標値

の達成状況等の検証を行い、一般

介護予防事業を含め、地域づくり

の観点から総合事業全体を評価

し、その評価結果に基づき事業全

体の改善を行う。

●地域介護予防活動支援事業

市町村が介護予防に資すると判断

する地域における住民主体の通い

の場等の介護予防活動の育成・支

援を行う。

下関市地域リハビリテーション活動支援事業に参加しました
一般介護予防事業は、以下の 5 つの
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今回は、Ǫンライン

面談についてです！




